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当日参加も
受け付けます！

【事務局】　一般社団法人 日本医療経営実践協会　☎０３-５２９６-１９３３　http://www.jmmpa.jp/seminar/zenkokutaikai/

地域をデザインする医療経営士
―医療機関の大変革期 活路を切り開く提案―

医療・介護に留まらない
拡大連携のビジョン

第3回
全国医療経営士
実践研究大会
京都大会

2014年
11月2日（日）・3日（月・祝）
2014年
11月2日（日）・3日（月・祝）
●会　場＝メルパルク京都
（ＪＲ京都駅前 烏丸中央口駅前ロータリー東側に隣接）

●大会運営委員長
清水 鴻一郎
衆議院議員
京都私立病院協会会長
日本医療経営実践協会関西支部支部長
医療法人清水会理事長

当日参加料金
２ 日 間　20,000円（25,000円）
１日参加　12,000円（16,000円）
懇 親 会　  7,000円
※（　）は、一般料金

紅
葉
に
染
ま
る
秋
の
京
都
に
全
国
か
ら
医
療
経
営
士
が
参
集
！

年
に
１
度
の一大
イ
ベ
ン
ト
を
徹
底
的
に
楽
し
も
う

京
都
駅
周
辺
の

お
す
す
め
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
！

　

第
３
回
「
全
国
医
療
経

営
士
実
践
研
究
大
会
」
は
、

３
連
休
の
２
日
目
、
３
日

目
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
前
日
入
り
し
て
、
京

都
観
光
を
楽
し
み
た
い
と

考
え
て
い
る
医
療
経
営
士

も
多
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
は

そ
ん
な
方
に
お
す
す
め
し

た
い
京
都
駅
周
辺
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
２
駅

の
稲
荷
駅
を
降
り
て
す
ぐ

に
あ
る
「
伏
見
稲
荷
大
社
」

は
、
全
国
３
万
社
あ
る
稲

荷
神
社
の
総
本
営
。
本
殿

か
ら
奥
社
に
通
じ
る
参
道

に
数
多
く
立
ち
並
ぶ
、“
千

本
鳥
居
”
が
有
名
だ
。

　

地
上
１
３
１
メ
ー
ト
ル

を
誇
る
京
都
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
「
京
都
タ
ワ
ー
」
は

京
都
駅
を
降
り
て
す
ぐ
に

あ
る
。
展
望
室
か
ら
は
京

都
の
街
並
み
を
３
６
０
度

見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

時
間
に
余
裕
が
あ
る
な

ら
、
幕
末
に
会
津
藩
が
本

陣
を
置
き
、
新
撰
組
ゆ
か

り
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ

る
「
金
戒
光
明
寺
」（
京

都
駅
か
ら
市
営
バ
ス
で
約

30
分
）
が
お
す
す
め
だ
。

回
遊
式
の
庭
園
や
貴
重
な

寺
宝
は
こ
の
秋
だ
け
の
特

別
公
開
で
、
見
事
な
庭
園

と
調
和
し
た
鮮
や
か
な
紅

葉
を
満
喫
で
き
る
。
京
都

に
は
寺
社
・
仏
閣
、
人
気

ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
存
在

す
る
。
事
前
に
計
画
を
練

っ
て
、
無
理
の
な
い
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
観
光
し
よ
う
。

11
月
2
日（
日
）・
3
日（
月
・
祝
）、
秋
の
京
都
で
幕
を
上
げ
る
第
3
回
目
を
迎
え
た「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」。

い
よ
い
よ
開
催
が
直
前
に
迫
り
、
期
待
に
胸
が
膨
ら
む
中
、
こ
れ
ま
で
の
お
さ
ら
い
の
意
味
も
含
め
、
今
大
会
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
。

全
国
の
医
療
経
営
士
と
積
極
的
に
交
流
を
図
り
、

10
名
の
演
題
発
表
に
刺
激
を
受
け
よ
う

　

秋
の
京
都
を
満
喫
し
た

後
は
、
い
よ
い
よ
全
国
大

会
の
幕
が
上
が
る
。
１
日

目
は
、
山
口
昇
氏
（
公
立

み
つ
ぎ
総
合
病
院
名
誉
院

長
・
特
別
顧
問
）
に
よ
る

基
調
講
演
を
皮
切
り
に
、

対
談
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
大
会
テ
ー

マ
に
合
わ
せ
た
魅
力
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
並
ぶ
。
医

療
経
営
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
登
壇
者
の
言
葉
に
耳

を
傾
け
、
１
つ
で
も
多
く

の
知
見
を
得
て
ほ
し
い
。

ま
た
、夜
に
は「
懇
親
会（
全

国
医
療
経
営
士
情
報
交
換

会
）」
が
開
催
さ
れ
る
。
日

頃
な
か
な
か
接
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
全
国
の
医
療

経
営
士
と
情
報
交
換
を
行

え
る
絶
好
の
機
会
な
の

で
、
積
極
的
に
交
流
を
図

り
、
各
支
部
の
取
り
組
み

や
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を

見
つ
け
よ
う
。

　

２
日
目
は
、
大
会
の
メ

イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

医
療
経
営
士
に
よ
る
演
題

発
表
だ
。
発
表
者
は
、
先

月
号
で
紹
介
し
た
９
名
に

加
え
、
新
た
に
冨
元
有
史

氏
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
全

10
名
で
確
定
し
た
（
各
研

究
発
表
タ
イ
ト
ル
は
下
表

の
と
お
り
）。
３
年
連
続

の
発
表
と
な
る
酒
井
利
明

氏
、
現
役
医
師
と
し
て
大

会
初
の
発
表
を
行
う
園
田

幸
生
氏
の
ほ
か
、
全
国
の

医
療
経
営
士
を
代
表
し
て

登
壇
す
る
10
名
の
活
動
報

告
に
大
い
な
る
刺
激
を
受

け
、
日
々
の
活
動
の
原
動

力
に
変
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
こ
れ
ま
で
最
優
秀
賞

受
賞
者
は
、
北
陸
支
部
、

東
海
支
部
か
ら
各
１
名
ず

つ
誕
生
し
て
い
る
が
、
今

大
会
で
は
ど
の
支
部
の
代

表
が
栄
冠
に
輝
く
の
か
に

も
注
目
し
た
い
。

　

３
回
目
を
迎
え
、
ま
す

ま
す
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し

た
全
国
大
会
。
年
に
１
度

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
思
う

存
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
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お問い合わせ先　　一般社団法人 日本医療経営実践協会 事務局　TEL.03-5296-1933　FAX.03-5296-1934　http://www.JMMPA.jp/

第
３
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」京
都
大
会

演題発表者および研究発表タイトル
発表者 研究発表タイトル

酒井利明氏（社会福祉法人恩賜財団済生会京都府病院医事課） 医療機関における未収金の課題と対策
田村　徹氏（ICT 法務サポート行政書士事務所／スカイ・スクラッパーズ株式会社） 病院における個人情報セキュリティ「対策」　―ICT 社会におけるリスクマネージメントの視点から―
松本祥敬氏（独立行政法人地域医療機能推進機構星ヶ丘医療センター） 地域包括ケアシステム構築に向けた活動報告　 ―「本当の意味での連携」そして「結合」―
栁澤孝彰氏（医療法人花仁会秩父病院総務課） 雪害をとおして考える BCP 策定　―雪国でない地域での雪害の状況報告と BCP 策定へ向けた活動報告第 1 報―
安藤未生氏（独立行政法人国立病院機構本部職員厚生部職員課労務係） 日本の医療を動かす人材の育成を目指して
小川輝史氏（医療法人渓仁会定山渓病院リハビリテーション部作業療法科） 部門の人員増加における経営的視点の考察
園田幸生氏（医療法人社団高邦会福岡山王病院消化器外科） よりよい病院にするための職場環境づくり　―TQM 活動を通じて―
森山聡子氏（公立松任石川中央病院管理部経営管理課） 全国自治体病院として実践する“医療・介護・福祉”の連携　―急性期病院として生き残るために―

永岡弘道氏（日本赤十字社名古屋第一赤十字病院医療安全管理課） カルテ開示の増加理由と医療紛争との関係について
―「医療事故・紛争担当者」が果たしてきた役割と今後の課題・実践―

冨元有史氏（社会福祉法人聖隷福祉事業団総合病院聖隷浜松病院経営企画室） 病床管理プロジェクトの活動とデータ分析による病床稼動管理について

京都タワー
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法人会員紹介

知識を改めて認識し、これまでよりも深いパート
ナーシップを築くことが狙いだ。
　さらに、“リアルな問題を解決”することを目的
とし、参加者皆で問題点を持ち寄り解決策を考
える新しい体系の研究会も企画している。12月
～2月を期間とし、月に１度集まってディスカッ
ションによる問題解決を目指す。問題点はクラウ
ド上で参加者同士が共有でき、期間中はいつで
も情報交換できるしくみを整える予定だ。
　関東支部では今後、各地域や職種ごとに研究会
のテーマを設け、新しい体系の研究会を企画する
予定なので、医療経営士の方には新鮮な気持ち
で研究会に参加してほしい。問題解決に向けた
ヒントを感じてもらい、医療経営士が継続的に
スキルアップできるよう盛り上げていきたい。

医療経営士同士が顔の見える関係になり、それ
ぞれの今後の目標や取り組みについて熱心に情
報交換する光景が見られた。

新たな開催地域やテーマを企画し、
医療経営士の交流をさらに活発に！
　関東支部では今後、このような地域に密着し
た研究会を増やしていく予定だ。千葉や北関東

（群馬・栃木・茨城）、静岡での開催を計画してお
り、実務に活かせるセミナーや研究会を通じて
構築できる有意義なネットワークを、これまで参
加が難しかった方にも体験してほしい。
　また、ヘルスケアに携わる関連企業や金融機
関を対象にした研究会も開催する（右下参照）。
医療機関のマネジメントにかかわるうえで必要な

第３回神奈川研究会を開催
　関東支部では9月19日（金）に「第3回神奈川
研究会」を開催した。有村秀幸氏（医療法人社団
東華会経営企画室長）を講師に招き、「医療機関
における経営企画部門の役割」をテーマに実
施。有村氏は医療機関が継続性を保つための戦
略・組織・システムを提案し、実行を支援すること
が経営企画部門に求められる役割と説明した。
　さらに、有村氏が実践した各テーマに応じた
業務改善タスクフォース「東華会FIVE」の実例
について紹介。経営幹部候補を見出し、経営改
革への自覚を促すことや、職員自らが参加し、問
題点を改善することによって意識改革が可能に
なると強調して研究会を締めくくった。
　今回で3回目を迎えた神奈川研究会。県内の

盛り上がる関東支部研究会、各地域で絶賛開催中！

　中村院長が医療経営士を知ったきっかけは、書
店で『医療経営士テキスト』を見かけたことです。
さっそく手に取って読んでみたところ、日頃、職員た
ちに教えたいと考えていたことが詳しく解説されてい
るのを知り、早速、全巻購入しました。
　「以前から、医療に携わっている者は、医療保険
や診療報酬制度についても知っておくべきだと考え
ていました。一方で、医事課や管財課など事務方
の職員には、医療現場の考え方を学んでほしいと
思っていたのです。医療経営士の資格を取得する
ことで、医療スタッフ、事務スタッフ双方の橋渡しが
できる人材を育成できると考えました」
　かねてより、OJTなど実際の業務を体験しながら
学ぶ以外に、体系立てた学問の必要性を感じてい
た中村院長。「何かよい方法はないか……」と考え
ていた時に、医療経営士と出会ったのです。
　現在、岐阜赤十字病院には、10名の３級合格
者がいます（事務職員8名、理学療法士1名、臨床
工学技士1名）。
　医療経営士の資格取得は自学自習が基本です
が、病院として、意欲ある人材をサポートしたいとい
う思いが募り、事務部長らに相談したところ、法人

正会員入会について積極的な意見を得られたこと
が、入会につながりました。
　「3級は、医療情勢など医療に携わる者の基礎
知識を学ぶのに有効だと思います。しかし、組織に
対して問題提起ができるようになるには、2級以上
の取得が必要でしょう。少なくとも2級程度の知識
を持つことが、課長以上の役職者の条件だと考え
ます」
　中村院長は、医療経営士を取得した職員たち
に、共通した変化があったと感じています。それは、

“気づき”ができるようになったこと。例えばある職員
は、受付開始時間よりも1、2時間早く来院する患
者さんのために、自主的にその時間に合わせて出
勤するようになったとか。この小さな“気づき”が大切
であり、このような活動が点から面へと広がれば、よ
りよい病院環境につながると中村院長は考えてい
ます。
　病院とは、いわゆる標準作業が少ない業種です。
もちろん標準化できるところは標準化を進めたうえ
で、自発的な行動と標準化された体制を整えること
が、医療の品質向上につながります。
　今後、病院経営はますます厳しいものになると予

測されますが、このような取り組みが差別化を生み、
ひいては集患にもつながるのでしょう。
　「医学部に、医療経済や医療経営の講座が開
講されるようになるのが理想です。保険や診療報酬
などの仕組みを知ることは、医師だけでなく、患者さ
んの利益にもつながりますから」
　医療業界の底上げのためにも、これからの医療
経営士の役割は重要です。

岐阜赤十字病院

2013年5月
法人正会員
入 会

2013年5月
法人正会員
入 会

支部NEWS支部NEWS 関東支部

関東支部では今後も地域に密着した研究会を開催していく

金融機関の方必見！ 病院経営を
中心としたヘルスケア産業の動向

日　時：2014年11月21日（金）19：00～21
：00

場　所：日本医療企画　もとみやセミナールーム（
東京都千代田区神田東松下町17　もとみやビル

3階）

対　象：金融機関・医療関連企業
定　員：50名
参加料：書籍をお持ちの方　　　【会員】1,000

円　【非会員】3,000円

　　　 書籍をお持ちでない方　【会員】4,000円　【非
会員】6,000円（書籍代3,000円含む）

　　　 ※本研究会は『医療経営データ集2014』（日本
医療企画発行）を使用します

講　師：青山竜文氏（株式会社日本政策投資銀行
　ヘルスケア室室長）

問い合わせ：日本医療経営実践協会関東支部事務局
　TEL 03-3256-2885（担当：湯本）

開催決定
＆

参加者募集中！医療機関の経営動向分析と、ヘルスケアREIT、医
療機器産業など介護

および医療周辺分野の動向について解説します。

医療経営士がもたらす波及効果が
病院環境の向上につながる！
2013年5月から、医療経営士の法人正会員（正会員C）になった岐阜赤十字病院。中村重徳院長に、
医療経営士の資格を活用し、職員の育成につなげる取り組みについて、お話をうかがいました。

■病院DATA
住　所：岐阜県岐阜市岩倉町3丁目36番地
Ｈ　Ｐ：http://www.gifu-med.jrc.or.jp/
職員数：534名（2014年10月1日現在）
病床数：311床（一般300床、精神3床〔休床〕、感染8床）
診療科：消化器内科、血液内科、感染症科、循環器内科、

呼吸器内科、甲状腺・糖尿病内科、神経内科、
総合診療科、外科、精神科、整形外科、小児科、
耳鼻咽喉科、眼科、脳神経外科、泌尿器科、
皮膚科、リハビリテーション科、リウマチ科、
産婦人科、大腸・肛門科、放射線科、麻酔科、
内視鏡科

「まずは、医療経営士1級、
2級の合格者を出すことが
目標」と語る中村院長

●法人正会員の種別
・法人正会員Ａ：医療機関、教育、研究機関等の法人
・法人正会員Ｂ：「法人正会員Ａ」以外の企業・団体等の
　　　　　　　　 法人
・法人正会員Ｃ：「医療経営士１、２、３級」正会員を有

する医療機関・企業・団体等の法人Do Not Print
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読
み
ど
こ
ろ
①

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に

よ
る
提
言
＆
未
来
予
想

　

10
月
に
病
床
機
能
報
告

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
各

医
療
機
関
に
は
、
将
来
の

経
営
方
針
を
決
定
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の

人
口
構
造
の
変
化
を
考
慮

し
な
が
ら
、
住
民
の
医
療

ニ
ー
ズ
や
周
辺
施
設
の
状

況
を
把
握
し
、
各
機
能
の

方
向
性
な
ど
を
勘
案
し
た

う
え
で
、
中
長
期
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

第
１
部
の
冒
頭
に
は
、

人
口
急
減
社
会
に
お
け
る

医
療
経
営
の
あ
り
方
や
、

未
来
社
会
を
予
測
し
た
医

療
経
営
の
必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
、
元
総
務
相
の
増

田
寛
也
氏
と
川
渕
孝
一
氏

の
対
談
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
社
会
構
造
が
変
わ

り
つ
つ
あ
る
現
在
、
医
療

経
営
に
お
い
て
も
、
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

続
く
機
能
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
伊
藤
伸
一

氏
（
急
性
期
）、
武
久
洋
三

氏
（
慢
性
期
）
な
ど
の
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
が
、

私
見
も
含
め
、各
機
能
（
急

性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
、

在
宅
）
が
向
か
う
べ
き
方

向
性
を
大
胆
に
語
っ
て
い

ま
す
。
第
一
線
で
活
躍
す

る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
意
見

は
、
医
療
経
営
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

読
み
ど
こ
ろ
②

診
療
報
酬
改
定
の
分
析

と
経
営
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

第
２
部
「
医
療
経
営

重
要
ポ
イ
ン
ト
」
に
は
、

２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
攻
略
法
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
改
定
で

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

中
心
に
、
専
門
家
が
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
増
税
の

影
響
に
つ
い
て
も
取
り
上

げ
、
各
医
療
機
関
で
実
践

で
き
る
対
応
策
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

 
読
み
ど
こ
ろ
③

病
院
経
営
関
連
デ
ー
タ
を

一挙
掲
載

　

第
４
部
の
「
都
道
府
県

別
医
療
資
源
情
報
」
で
は
、

47
都
道
府
県
と
二
次
医
療

圏
の
医
療
資
源
情
報
（
病

床
数
、
医
師
数
、
看
護
師

数
な
ど
）
を
ま
と
め
て
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各

医
療
資
源
に
つ
い
て
は
偏

差
値
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
過
不
足
が
一
目
で
わ

か
る
た
め
、
今
後
の
戦
略

を
考
え
る
資
料
と
し
て
有

効
で
す
。

ま
た
、「
注
目
病
院
グ

ル
ー
プ
事
業
・
財
務
デ
ー

タ
」に
は
、
１
３
２
の
医
療

法
人
の
財
務
諸
表
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
他
院
の

経
営
を
知
る
こ
と
は
、
自

院
の
現
状
把
握
や
経
営
戦

略
を
検
討
す
る
う
え
で
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

本
書
を
読
む
こ
と
で
、

医
療
政
策
の
流
れ
や
医
療

界
の
現
状
が
わ
か
り
ま
す
。

地
域
医
療
の
未
来
や
自
院

の
経
営
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
重
要
な
情
報
源
と

し
て
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

２
０
１
４
年
版
は
診
療
報

酬
と
地
域
医
療
を
特
集
！

　

医
療
経
営
を
め
ぐ
る
環

境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
、
毎
年
増
大
す
る
国
民

医
療
費
を
安
定
的
に
負
担

す
る
こ
と
が
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
医

師
不
足
へ
の
対
応
、
救
急

医
療
の
充
実
、
地
域
連
携

の
推
進
な
ど
足
元
で
対
応

す
べ
き
課
題
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
国
が

２
０
２
５
（
平
成
37
）
年

を
見
据
え
た
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

な
か
で
、
医
療
機
関
は
常

に
業
界
の
最
新
動
向
を
把

握
し
な
が
ら
、
よ
り
具
体

的
な
経
営
戦
略
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　
『
医
療
経
営
デ
ー
タ
集
』

で
は
、
こ
う
し
た
業
界
の

状
況
を
俯
瞰
す
る
た
め
に

不
可
欠
な
、
厚
生
労
働
省

や
病
院
団
体
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

等
が
公
表
し
て
い
る
各
種

統
計
デ
ー
タ
を
網
羅
し
て

い
ま
す
。
個
人
や
一
組
織

で
は
な
か
な
か
収
集
し
に

く
い
膨
大
な
デ
ー
タ
が
１

冊
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す

の
で
、
医
療
関
係
者
は
も

ち
ろ
ん
、建
設
、医
療
機
器
、

金
融
機
関
等
、
周
辺
産
業

の
方
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

２
０
１
４
年
版
で
は
、

本
年
４
月
の
診
療
報
酬
改

定
や
地
域
医
療
を
特
集
し

て
い
ま
す
。
今
改
定
の
重

要
ポ
イ
ン
ト
を
は
じ
め
、

都
道
府
県
別
の
医
療
従
事

者
や
患
者
数
の
推
移
、
在

宅
医
療
の
現
状
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
分
野
に
関
す

る
デ
ー
タ
も
充
実
し
て
い

ま
す
。

11
月
に
本
書
を
活
用
し
た

支
部
研
究
会
を
開
催
！

　

本
書
の
監
修
・
編
集
を

務
め
た
日
本
政
策
投
資
銀

行
ヘ
ル
ス
ケ
ア
室
室
長
の

青
山
竜
文
氏
は
、
本
書
の

特
徴
と
活
用
法
に
つ
い
て

「
と
に
か
く
膨
大
な
デ
ー
タ

を
満
載
し
て
い
る
。
個
々

の
数
字
の
上
下
だ
け
で
な

く
、
全
体
の
動
向
を
き
ち

ん
と
把
握
し
、
自
院
の
収

支
と
ど
の
程
度
リ
ン
ク
し

て
い
る
か
を
比
較
し
て
ほ

し
い
。掲
載
し
て
い
る
デ
ー

タ
は
あ
く
ま
で
入
口
で
は

あ
る
が
、
よ
り
深
く
知
り

た
い
情
報
が
あ
れ
ば
、
出

典
元
の
デ
ー
タ
を
ど
ん
ど

ん
掘
り
下
げ
て
、
経
営
に

活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
医
療
経
営

実
践
協
会
関
東
支
部
で
は
、

11
月
21
日
（
金
）
に
本
書

を
活
用
し
た
研
究
会
を
開

催
（
２
面
下
参
照
）。
前
述

の
青
山
氏
を
講
師
に
迎
え
、

医
療
機
関
に
お
け
る
最
新

の
経
営
動
向
と
こ
れ
か
ら

の
展
望
に
つ
い
て
熱
弁
を

振
る
っ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

各書籍問い合わせ先：株式会社日本医療企画　☎０３−３２５６−７４９５

医療経営の今を知り、
未来に向けた
戦略を考える！

医療経営士にぜひ読んでほしい おすすめの本

医療界の流れを読み、今求められる医療経営のあり方をさまざまな角度から
考察する『医療経営白書』。その最新版（2014-2015年版）が9月に刊行
されました。本書の“読みどころ”をご紹介します。

●B5判並製／424頁／本文2色
●定価：5,000円＋税（会員価格：税込4,320円）
●編集委員会

編集委員代表
吉原健二（日本医療経営実践協会代表理事）

編 集 委 員
堺　 常雄（日本病院会会長） 西澤 寛俊（全日本病院協会会長）
日野 頌三（日本医療法人協会会長） 山崎 　學（日本精神科病院協会会長）

医療経営白書
2014-2015年版

競争から協調へ
病医院経営の
新時代到来

日本医療経営
実践協会
推薦図書

▲「都道府県別医療資源情報」に掲載
された「2010年から2014年の人口増
減率」は、将来の地域人口の変化を知
るのに役立つ。

▲増田寛也氏（写真右）
は「全国の自治体の半数
近くが消滅する可能性が
ある」という発表で話題
を集めた日本創成会議で
座長を務める。

医
療・介
護
の
最
新
動
向
を
俯
瞰
で
き
る

経
営
デ
ー
タ
を
満
載
！

医
療
経
営
士
サ
ブ
テ
キ
ス
ト

医
療
経
営
デ
ー
タ
集
２
０
１
４

数
値
で
理
解
す
る
医
療・介
護
業
界
の
最
新
動
向

●
Ａ
４
判
並
製
／
２
８
０
頁
／
本
文
２
色

●
定
価
：
２
８
０
０
円
＋
税（
会
員
価
格
：
税
込
２
４
１
０
円
）

●
監
修
・
編
集
：
日
本
政
策
投
資
銀
行
ヘ
ル
ス
ケ
ア
室
／

　
　
　
　
　
　

日
本
経
済
研
究
所
医
療
福
祉
部

日本医療経営
実践協会
推薦図書

医
療
・
介
護
の
経
営
に
役
立
つ
膨
大
な
調
査
デ
ー
タ
を
整
理
し
、１
冊
に
ま
と
め
た

『
医
療
経
営
デ
ー
タ
集
』の
２
０
１
４
年
版
が
好
評
発
売
中
で
す
。医
療
経
営
士
は

本
書
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
か
、そ
の
特
徴
を
探
り
ま
す
。

医療経営に
求められる

パラダイムシフト

Do Not Print
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医療経営士テキスト 必修シリーズ① 

株式会社日本医療企画　☎03-3256-7495　FAX03-3256-2885　 http://www.jmp.co.jp/お問い合わせ

10月29日
緊急刊行！！

第六次医療法改正を読み解き、医療経営に活かせ！ 
混沌とした医療改革の流れを整理し、 
未来への道筋を照らし出すパーフェクトガイド

・第六次医療法改正で、何がどう変わる？ 
　── 改正の狙いと今後の流れを解説 
・病院経営に、どんな影響がある？ 
　── 押さえておくべき改正のポイントを明示 
・そのための対策は？ 
　── 改正の真の意味を読み解き、
　　　 経営成功のための対応戦略を探る

B6判、並製、228頁
定価：1,620円（税込） → 会員価格1,290円（税込）

第六次医療法改正の
ポイントと対応戦略60
第六次医療法改正の
ポイントと対応戦略60
川渕 孝一（東京医科歯科大学大学院教授）著

本書のポイント

第
８
回
医
療
経
営
士
２
級

第　
回
医
療
経
営
士
３
級

資
格
認
定
試
験
が
終
了

第
８
回「
医
療
経
営
士
２

級
」な
ら
び
に
第
13
回「
医

療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定

試
験
が
、
10
月
26
日（
日
）

に
全
国
８
都
道
府
県
で
開

催
さ
れ
た
。

合
格
発
表
は
11
月
25
日

（
火
）。
本
協
会
の
Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
ほ

か
、
受
験
者
本
人
に
合
否

会
員
」を
募
集
し
て
い
る
。

「
法
人
正
会
員
」と
は
、
病

院
・
企
業
な
ど
で
組
織
一

丸
と
な
っ
て「
医
療
経
営

士
」育
成
に
取
り
組
み
、
協

会
活
動
を
支
え
る
会
員
制

度
で
あ
る
。

法
人
正
会
員
に
は
、
医

療
機
関
、
教
育
、
研
究
機

関
な
ど
の
法
人
か
ら
な
る

「
法
人
正
会
員
Ａ
」、「
法
人

正
会
員
Ａ
」以
外
の
企
業
・

団
体
な
ど
の
法
人
か
ら
な

る「
法
人
正
会
員
Ｂ
」、
そ

し
て「
医
療
経
営
士
１
級
、

２
級
、
３
級
」正
会
員
を
有

す
る
医
療
機
関
・
企
業
・

団
体
な
ど
の
法
人
か
ら
な

る「
法
人
正
会
員
Ｃ
」の
３

種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

本
協
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
割
引
、
各
種
研
究
会

了
を
迎
え
る
会
員
の
更
新

申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。

更
新
対
象
者
に
は
す
で
に

封
書
で
案
内
を
送
付
し
て

お
り
、本
年
12
月
５
日（
金
）

ま
で
に
更
新
に
必
要
な
書

類
の
送
付
お
よ
び
更
新
手

数
料（
１
万
３
０
０
円
）の

入
金
を
行
う
。

今
回
の
更
新
の
具
体
的

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下

の
通
り
。

●
更
新
書
類
締
め
切
り

　

12
月
５
日
（
金
）
必
着

●
新
規
会
員
証
発
送

　

２
０
１
５
年
１
月
中
旬

（
前
記
期
日
内
に
更
新
手

続
き
を
終
了
し
た
会
員
）

協
会
活
動
を
支
え
る

法
人
正
会
員
を
募
集
中

本
協
会
で
は
、「
法
人
正

の
参
加
の
案
内
な
ど
の
特

典
を
得
ら
れ
る
。

各
法
人
正
会
員
の
登
録

結
果
通
知
が
郵
送
さ
れ
る
。

２
０
１
５
年
１
月
期
限
分

年
会
費
請
求
の
案
内
開
始

本
協
会
で
は
、２
０
１
５

年
１
月
で
年
会
費
が
期
限

と
な
る
会
員
に
対
し
、
年

会
費（
１
万
円
）の
請
求
を

開
始
し
た
。
支
払
期
限
は

本
年
12
月
14
日（
日
）
と

な
っ
て
い
る
。

対
象
者
に
は
、
年
会
費

請
求
の
案
内
を
郵
送
し
て

お
り
、
支
払
は
郵
便
振
替

ま
た
は
銀
行
振
込
に
て
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
５
年
１
月
期
限
の

医
療
経
営
士
資
格
更
新
申
請

を
受
付
中

本
協
会
で
は
、２
０
１
５

年
１
月
に
認
定
期
間
の
満

料
、
年
会
費
、
特
典
の
詳

細
は
本
協
会
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
こ
と
。

日本医療経営実践協会後援
『最新医療経営フェイズ・スリー』
創刊30周年記念フォーラム開催！
　本協会が後援する『最新医療経営フェイズ・スリー』創刊30周
年記念フォーラムが、11月9日（日）の“札幌会場”での開催を皮切
りに、全国8都市で開催されます。
　今年6月に国会で成立した医療・介護一括法は、今後の医療提
供体制を決定づける内容となっています。今、確固たる戦略を構
築できなければ、近い将来、病院としての存在意義を失うのは確
実。時代の大きな転換点とどのように向き合い、解決策を導き出
すべきか――。現役の病院経営者や有識者によるシンポジウムを
ベースに、地域医療ビジョンと経営戦略を考えます。
　今回、札幌会場では主催者である株式会社日本医療企画の
北海道支社開設記念として、特別価格でご参加いただけます。
本協会の北海道支部設立に向けた準備も進めておりますので、
北海道地区の会員の皆様にはふるってご参加のほど、よろしく
お願い申し上げます。
　各会場の開催日程・会場は以下の通りです（10月10日現在）。

■札幌会場【2014年11月9日（日）】
　自治労会館 大ホール（北海道札幌市北区北6条西7丁目5-3）

■静岡会場【2015年2月12日（木）】
　グランシップ（静岡県静岡市駿河区池田79-4）

■名古屋会場【2015年2月22日（日）】
TKP名古屋駅前カンファレンスセンター

（愛知県名古屋市中村区名駅2-41-5 CK名駅前ビル）

■金沢会場【2015年2月26日（木）】
　石川県地場産業振興センター
　（石川県金沢市鞍月2丁目1番地）

■東京会場【2015年3月4日（水）】
大和ハウス工業 東京本社

（東京都千代田区飯田橋三丁目13番1号）

■仙台会場【2015年3月11日（水）】
TKPガーデンシティ仙台（宮城県仙台市青葉区中央1-3-1）

■大阪会場：日程、会場調整中

■福岡会場：日程、会場調整中

『最新医療経営フェイズ・スリー』創刊30周年記念フォーラムの
詳細・お申込みは、下記URLをご覧ください。

　http://www.jmp.co.jp/forum/phase3/

それではまた次号でお会いいたしましょう。
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MMSニュースを活用して、
「医療経営士」の認知度アップに

ご協力ください！
　会員サービスの一環として毎月発行しているMMSニュースを活用して、

「医療経営士」の認知度アップにご協力くださる会員様を募集しておりま
す。職場やお取引先へMMSニュースをお配りいただくことで、ご自身の活
動のアピール資料としても、ご活用いただけると思います。
　配布用のMMSニュースをご希望の方は下記のアドレスへ「MMSニュー
ス希望」とタイトルをつけ、認定登録番号、お名前、御社名、所属部署、肩書
き、送付先住所、電話番号、そして必要部数をご連絡ください（ご希望の部
数につきましては、ご連絡をいただいた段階で調整させていただく場合が
ございます）。
　皆様のご応募をお待ちしております！
お申込み▶E-mail:info@jmmpa.jp
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